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経済学研究 34-4
北海道大学 1985.3 

鉄鋼合弁企業における技術移転 (9)

米山喜久治

第1章研究の目的と方法

第2章 日:本鉄鋼業の技術導入と技術協力

(第30巻第3号)

第3章戦後日本鉄鋼業と国際環境(第31巻第1号)

第4章八幡製鉄とマラヤワタ・プロジェグト

4-1マレーシアの経済開発(第31巻第4号)

4-2八幡製鉄と経営者稲山嘉寛(第31巻第5号)

4-3合弁企業マラヤワタ製鉄の設立

(第32巻第2号)

第5章 マラヤワタ・プロジェクトにおける適正技術

の開発

5-1 10万トン製鉄所計画(第32巻第3号)

5-2ゴム材木炭高炉技術の開発

5-2-1 rゴム材木炭高炉」の着想と展開
(第32巻第2号)

5-2-2マラヤワ夕方式製炭技術の開発

(第33巻第4号)

第6章 マラヤワタにおける技術移転

第5章では，イギリス植民地から独立直後の

ゴムとスズのモノカルチャ経済のマレーシアが

近代国家としての威信を実現する事業として

100万トン一貫製鉄所建設構想をいだき八幡製

鉄に協力を依頼したが，八幡製鉄の技術者によ

る創造的な技術開発とシステム開発即ち適正技

術の開発によって「ゴム材木炭高炉・ 10万トン

一貫製鉄所」として結晶する過程を検討した。

本章では開発された適正技術が日本人技術

者，熟練工から教育訓練及び工場現場での実地

の技術指導によってマレーシア人に移転される

過程を検討してみよう。

6-1技師，技師補佐の採用と教育訓練

6-1-1技師，技師補佐の採用

一国の基幹産業であり複合装置型産業である

鉄鋼業を創立するためには，その国の原料，市

場条件等をふまえた適正技術による適正規模の

工場建設が必要であるが， ソフトウェアたる適

正技術の移転こそは最も重要な意味をもつもの

である。

マレーシアに最初の一貫製鉄所を建設，操業

するにあたり八幡製鉄の技術陣は，官営八幡製

鉄所の建設・操業の為にドイツからのプラント

輸入とグーテルホブヌングスヒュッテ社からの

技術者，職工長による技術指導を受けた苦い経

験及びウジミナス製鉄所建設への技術協力の経

験に深く思いをいたし，現地の技術者及び熟練

工の教育訓練と社内での定着こそ枢要な課題で

あると考えていた。

1962年7月に実施された第2次フィージビリ

ティ・スタディ(武田調査団)は，製鉄所要員

の教育訓練に関して次のように報告している。

即ち

「マラヤワタ側は，訓練計画の早急な実施を

強く希望してL、る。また訓練計画に派遣する人

員は将来の中堅幹部として，マラヤワタ計画の

中核となる人員と考え，その詮衡に当っても，

広く人材を求める方針を明らかにしており，合

弁会社が発足次第，新聞或いは，他の報道機関

を通じて一般公募する計画である。現在既に非

公式ながら44名の願書がマラヤワタ本社宛申込
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まれており， これによれば訓練計画に参加する

要員は，教育程度もかなり高く，短期間の聞に

十分，所期の訓練を遂行しうる要員を期待しう

るものと考えられるりと 1)。マラヤワタにおけ

る教育訓練は，ここに示されるような基本方

針，現状把握，予測と期待のもとに実施され

た。

1963年9月に米倉・酒井調査団がマレーシア

に資金事情調査に派遣される中で一貫製鉄所建

設はいよいよその具体化にむけて前進したので、

ある。

1963年12月に作成された建設計画で、は，まず

160 t高炉を一基建設操業を行ない年間5万t

の銑鉄生産からスタートし 4年目に第2高炉

の建設，操業を行ない年間約9.6万 t体制に移

行する事が考えられた。これに従えば操業要員

は第6-1表に示すように一貫二交代時557名，

三交代時709名が予定された。操業開始時の557

名全員を日本で教育訓練する事は， コスト面，

受入能力の面からみて不可能であり，このうち

技術的，技能的に核となる要員についての教育

訓練が考えられた。即ち工場操業担当の技師

(Engineer)及び熟練工であり作業班のリーダ

ーとなる技師補佐 (TechnicalAssistant) (こ

れは日本鉄鋼業において1958年以降導入された

現場管理組織である作業長制度の下における工

長に対応する職位)の中心的部分を日本にまね

き製鉄所で教育訓練することである。そしてこ

れらの人々の社内での定着をはかり，各層の中

堅幹部として養成することが目標とされた。

(第6-2表参照)。

能力と意欲が高くマラヤワタ製鉄所の職務の

遂行を通してマレーシアにおける鉄鋼業の創設

に貢献しようとする有為の人材を確保すること

が重要である。しかしこれはマレーシアの現実

の労働市場からそれにふさわしい人材を採用す

るしか方法がなかった。

1)八幡製鉄第2次マラヤワタ製鉄調査団 (1962年9
月)If'マラヤヤハタ製鉄建設に関する調査報告書』
p; 67 

第6-1表要員計画

1

1貫技代時
1

1貫一
(人)1 (人)

焼 結 51 ( 4) 51 ( 4) 

高 炉 91 (10) 112 (10) 

製 鋼 122 (11) 149 (11) 

圧 延 123 ( 7) 194 ( 7) 

付 帯 135 ( 4) 159 ( 4) 

計 522 (36) 665 (36) 

本竺竺ライ事務所 1 35 ( 7) 1 44 ( 7) 

合計|即(必)1 709 (43) 

託 ( )中は日本人で内数，但し，70年日本人29名，
71年以降日本人19名となる。
〔出所] 八幡製鉄『日マ合弁マラヤヤハタ製鉄建設計
画~ (1963. 12) p. 4. 

第6-2表

Engineer Technical 
Assistant 

配置ミト¥別¥、¥ハE¥駿鑑¥¥~ 分別
マレi中国系|イン
一系 ド系

マレ!中国系|イン
一系 ド系

高炉工場 1 3 4 

焼結工場 3 1 2 

転炉工場 2 1 1 6 

圧延工場 3 1 5 2 

動力工場 1 2 

整備工場 2 3 

分析，検
2 2 定関係

|1  1 161 111 31 241 

11 

〔出所J W鉄鋼界』昭和42年11月号

マラヤワタ班松井大三郎は，現地の労働市場

を調査し，次のように報告している。即ち「マ

レーシアは，多民族国家であり，マレ一人，中

国人，インド人の人種的対立は，微妙なものが

あり，新興独立国マレーシアへの愛国心には，

それぞれの民族の多様な心情がある。また組織

への忠誠心たる愛社心はきわめて少なく，協調

性や帰属性も少なく，利己的，個人主義的であ

ることを特徴としている。」と 2)。

2)松井大三郎氏面接記録 (1978 8) 
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大型機械装緩をど協関して操作する鉄鋼業にお

いては，従業員各人の高い技術力，熱線と職場

集罰内，集部懸のきわめて緊綾な集団的熟線を

必要とする。臼本の製鉄金業は，年功的職場運

よってこれに対応していた。即ち学療別の

議箆な若年労働力を纂轄に詫業員のOJTとジ

淫ブ・ロ…テーシ g ンによって熟練形成を行な

い，内部昇進システム会確立したのマある。

能力が高く身心ともに韓議な鷲者を社内教育

によって高度の技術者，技能者に養成する日本

の企業システムは，基本的に従業員の陪賓イヒを

強化する側面をもっており，これが愛社精神，

と強く結びついている。

報告書が指適する特徴な持つ多民族隣家マレ

ーシアの青年速にまず{国人，レベルでのしっかり

とした技術・技能さらに集問レベルの技術・技

能安修得してもらうのが今回の教育訪日練の中心

課題であった。特にチ…ムワ…グの精神と方法

をどのようにして γ ラヤワタの工場現場に移

転，定驚さ寺きるかが重要であった。

1960年代の?レーシアにおける投自信 (Engi司

neer)及び授陣補栓 (TechnicalAssistant) 

は次のような社会的状況にあった。

まず投騨とは，大学{University)

を意味、ダるo 史学を卒業し磯につけばEまちに管
理者的職伎につき，デスクワーク念越さ当ずるの

が〕般的である。日本のように現場主義に基づ

くOJTによって技術者として鎖線念受ける事

がないため，作業現場での築地経験を通

践的な投絡な身につける機会を持たない。また

技師の技衡的知識としでは，学校や技術書及び

技術的な法律 (BritishStandaid)に関する知

識を主体にしているのが一般的である。このた

め現場に関して技術的に寅告を持つというので、

はなく法的側諸から資在をもついわば投書す官tま
ともいうべき性秘をもっている G これはイギジ

スの階級社会における大学制度とマレーシアが

その植民地であった事が決定的に影響を与えて

いた。

chnical Institute:日本の工業高校に樹当〉の

卒業生は， 技師補佐 (TechnicalAssistant) 

となっても，綾部にはなり得ない。大学卒業者

は，下位学護者(たとえそれが円熟した経験者

であっても〉よりも寵伎と職{肢を給与を与えら

れて企業に震躍される九

マレーシアで大学卒として公認されるのはま

レーシア国内の共学(吋ラヤ大学等全て国

立大学)及び外国の大学としては，出植民地宗

主国イギリスを筆頭にオーストラリア，カナダ

の英連邦語額の大学がこれに続~学生の糞もこ

れに対応するものであった。

日本への留学は特殊なケースであり， 日本の

大学の卒業者は，大学卒者として認められてい

ないのが環状であった。

このため?ラヤワタ要員として，日本で技術

を学び，自本文化，社会についてもある貌度の

瀧解があり，日本人技術者とのコミュニケーシ

ョンを円滑にするためにも大ぎな投割(薪修生

グノレ…プの pーダ…及び選訳)が携持されるお

本留学生の採掃がのぞまれた。しかし技術力と

人物ともに壊れたものでなければ""レーシ

ア，英層系大学卒者からの強い反発が予想され

るため採用とその昔日霞については撰震な態農で

のぞむ方針が決定された。

日本間内での留学生の採用について全閣の大

学に通知したところ， 13名のrr;募があった。直

接と学力試験を行なった結果，東北大学工学部

機械工学科1名，同治金工学科1名，

I名，苦十3名の卒業予定者の援

用が決定された。一方マレーシア器内の採用に

模しては，公式の採用委員会がマラヤワタ謹に

され， 2グループ(御手洗，大場・加瀬)

に分れて採用事務が進められたむ募集方法は妥

各大学，学校さと直接訪問する事と新開五官舎によ

る公募方法さと採用した。

吋ラヤワタ斑の御手洗良博はマラヤ大学，工

業高校，騒業言11練所， シyガボーノレ・ 3トンヤン

大学を訪賎し，技騎，技師措住の募集をど行なっ

またテクニカノレ・インスティテ品…ト (Te- 3)関上
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， a事 6-3~受 Malaya大学卒業主役数の推移

1962 I 1963 1964 1965 

341 514 674 

31 51 33 54 56 74 79 
ヱ; 学(%)li 12.8 10.4 告.1 合.9 4.9 6.1 5.3 4.9 3.3 

理{終〉学〈人〉 16 5告 75 115 156 186 223 308 455 556 

重量 学〈人)I nil 7 15 22 25 29 30 51 51 53 

長室 学〈人〉 ， ni1 nil nil nil ni1 nil 62 67 94 

経済・経営〈人〉 nil ni1 ni1 nil 1 1 7 99 253 378 

言喪 予守(入〉 nil ni1 30 72 173 173 169 291 314 399 

3芸 術〈人〉 100 190 254 342 439 567 612 719 I 840 
その他:学絞〈人〉 nil nil nil nil i nil nil 4 

(Sourc日:J Malaysian Government: Statistics of Education， 1970. &お71

た。マレ}シア政府のマレーシア化政策に対rr;

L マレ…人の大学卒技師の採惑な重視した
が，第6-'-3茨にみるように名門マラヤ大学で

も工学部卒業者の数は少aなく，さのにそのほと

んどが中盟系であり，マレ…系の入試ごく少数

であった。その卒業生も γ レーシア政府の官瞭

になる惑を希望しており， !走路企業へり就職は

あまり関心を示きないのが現状であった。

、γ レーシアには本格的な鉄鏑多量が存夜せず人

々は鉄鋼業に関する兵隊的イメージを持ゥてい

ない考察，製鉄業は f手をよごす仕事jが非常に

多く，連続操業のための交替勤務もあり，グス

グワークを野む大卒者のホワイトカラー

マッチしなかった。さらには「大卒者がきわめ

て少なく工学部を出たばかりの者でも官庁では

初任給10万円という高給で鐘遇jされており，

斗マラヤワタの給与水準はこれを越えることはな

いのが実情であり，はたしてどれだけの応募者

がいるのか心寵された。業いな遂事に予想に反し

て「多数の応募者を得たが，技術補性への応募

も含めて在倹j的多数は中閥系であり，採用を

擾先させたいと考えていたマレー系は少数であ

った。

また f'，こうした事情の中にある大学卒業者に

日本で、研修を受けさせても途中でやめてしまう

のではないかと心麗じたJ(湧井議失マラヤワ

タ副社長)が，新修生が般に転職したとしても

修得した技術そのものはγ レーシアの工業北の

として残るという企業の臨接的科書にとら

われないマク口的視点から技議及び技締繍佐の

日本における教育訓練は条件なしで実施される

なった4)。

選択にあたっては，マレーシア在住40年に及

びマレ一人，中関系の人の双方から億望がj事く

メソジスト.ハイスクーノレの校長であり， しか

もマラヤ令サヅカ…協会の理事マもあった森多

潮先生も加わった。

採用基準氏健康，基礎学力，専門的知識，

人物を重裂し，大学卒業者を技師とし，

校と跨程度の学躍については，現場担当の技師

譜佐として揺用ずる方針をたてた。

試験は英語で持われ，ます『機農のチェッタを

行ない，大学での成績を碁礎に技術的専門知識

の水準を問うものであった。だが英語による

援を中心とした方法では受験者の能力を正確に

担揮する事は間難であり，なおかつ評離の結果

に大きなパラツ々がみられた。

マレー人を優先して採用する方針で、あった

が， ;15募者の結対数が少ない事及びその能力に
模題があった。マラヤ大学からは?レ一人の採

用はゼロとなり，中陣系の4人〈寵気工学2，

4)滋井議義夫 (1969)rSマ両憶にかけた鉄の綴J(1)
~<ろがね~S.44. 4. 5努
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第6 "表技師の駿燈〈前職〉

勤務会主主〈機種〉

(~ )レ γf字書案玄 径

七メント会主主 oi表料滋場校 締

!原材料紛喜平実易 機械主任

採鉱会主主化学研究務

毒事 会 主主 主任後気技Ilifi

鉱山会社 化学校綴

γyガポーノレナ γ ョナノレ製鉄技 師

製粉会社 主主 庫署

シシダポ{ノレ及。，h株式会後 機械設師

ンガポール fアベ
Fーロウレ γ3えj有限会社後郎被後

学生

来診

ノ込
H 官十

E出所〕 海外技術者研修協会 a 研修悠名簿

数
一

3

一
‘
宅
島

-aa
ミ，，
E
-
E
E
.

，

を
宥
ゐ

人

~

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

S

2

一8

機械工学1，化学工学りが採揺された。諜用

が決定された19名の技師のうち1名だけがマレ

…人であり，シンガポ…ノレ造船工科大学卒の技

部であった。

委員会は，技師輔佐について泣，クアラルン

プールとベナンにおいて採用試験を行ない，こ

れに合格した者を間接して最終判断を下した。

学科試験は，数学と化学の議礎的学力を問うも

のであり，将来製鉄技術者として成長しうるた

めの必譲のものであった。

応募者の絶対数，能力のバラツキ，人種部構

成を総合的に判断した結果29名が採態された。

〔第6…2表参照)

技術移転会効果的ならしめるたゐ研修生のマ

ラヤワタ製鉄への定蓑とf延期欝鱗が期待される

が， 13本のように新規学卒表彰中心に編成する

ことは困難マあり，マレーシアの横断的労働市

場の特設を生かしてすでに強企業に就職してい

る者が多く採用された。(技部の88.9%. 技師

補佐の62.1%)設舗の職援(前轍〉は，第6

4表に示すようにセメント会社の経験者3名，

鉱山欝係3名，製鉄会社1名となっており，ゴ

ヘスズのそノカルチャ…緩演の就業務造を皮

第 6-5~後技部補佐の綴涯 (前車業〉

勤務会主主(総綴)

教

4
E
E
S
F

、，ZE
E
-
、

節

官
問
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映するものであった。一方技師祷佐の鵠駿は第

6-5表にみるように理教科の教麟からの綜験

者4名， シンガポール・ 3トシ器ナル製鉄からの

転職者3名をはじめ各種の製造業からの綜鞍者

を含んでいる。第1畿の現場怒当者になるた

め，製鉄所の職務に類慨した職灘の経験者の諜

掃が考臆されたので、ある。

次に学瞭構成は，第6-6表にみるように技

鰐は全員大学卒者であり，マラヤ大学卒4名，

ナンヤン大学卒2名，東北大卒2乾電然通磐

大卒1名等が含まれている。マレーシアの名門

T ラヤ大学卒が一番多く，次に日本留学生が多

い事は，ぜレーシアの合弁事業にふさわしい鰐

成となるよう工夫されたものである。

技師檎控にも 6名の大学卒者が含まれている

が，これはシンコゲポーJlr，台湾の大学を卒業し

た中悶系の人が，採用試験の結果，設部補佐と

しての採用が決定されたものである。大部分は

工業高校 (TechnicalInstitute)， 技術学院

(Polytechnic)の卒業者マ占められており，
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第6-6表研修生の学歴構成

学 歴 I (f技ngine師er)1lf TA技escs師hisn補tiac佐nat l 
機械工 みづ"一与 6* 

電気工 A寸Uー与 5 

学 3 

冶金ヱ 点寸担ー， 1* 
学造船工 A守u，.与 1 

通信ヱ 学 1** 

卒土木工 守企主t

物理 学

その 他 1 

工業専 a門1C学01校卒
(Tεchnical Col1ege) 

工業高 t校itu卒(TechnicalIns te)| 

技 術 学 院 卒|
(Polytechnic) 

高 校卒
(High School)| 

計 (人) I 18 
C注J (1) 技師 (Engineer)のうち

*東北大卒 計2名
**電気通信大卒 1名

Malaya University卒計4名
Nanyan University ♂卒計2名
(2) 技師補佐 (T.A.)のうち
Nanyan Univ.卒計2名
Taiwan Univ.卒計2名
Cheng-Kung Univ.卒計2名

f出所)第6-4表に同じ

第6-1図研修生の年令構成

オ

1 

2 

1 

1 

1 

3 

14 

5 

1 

29 

技師補佐

(Technical Assistant) 
n = 29 

技師

(Engineer) 
n = 18 

王=23.3 

10 8 
人

21 

支=27.1 

o 2 4 6 8 10 
λ 

歴別職種構成の基本方針はつらぬかれた。また

研修生の年令構成は，第6-1図にみるよラに

技師の平均年令27.1歳，バラツキの範囲7歳，

技師補佐の平均年令は23.3歳，バラツキの範囲

11歳となっている。技師補佐の採用同若年者

が優先的に採用されたのが明らかである。

以上のように技師，技師補佐の採用に際し

て，マレーシアの社会，文化，経済，政治の特

性をふまえて，可能な限り能力の高い者を採用

し，マン・マシン・システムの最適化を計り，

技術移転を円滑ならしむるよう努力されたが，

どのように選択しても応募者の母集団の持つ特

性は消えることはなかった。即ち多民族国家マ

レーシアにおiいては大学進学率が低いのに加え

て中国系の人々が圧倒的多数を占め，特に理工

科系においてその傾向が著しい事の影響は大き

かったのである。

創造的営為こそは，対立する人間的諸問題を

解決し，統合に導びく力となりうるものである

杭スト γクとしての人的資源の偏在は経済・

社会開発の初期条件として大きな制約となった

のである。中国系は40名 (85.1%)を占める一

方マレ一系は4名 (8;5%)， インド系は3名

(6.4%) を占めるにすぎない。又技師補佐で

大学卒の資格を持つ6名は全て中国系である。

中国系の人々が新しい産業への進出によって

自己の人生の新しい可能性を開拓すること阻い

かに意欲的であったかこれをみても明らかであ

る。

ともあれマレーシア社会に存在する既成の技

師，技師補佐の社会的地位と分業関係を前堤に

して，学歴，職歴，年令，能力のバラツキ及び

人種構成のバランスを考慮して新興独立国マレ

ーシアの一貫製鉄所にふさわしい従業員構成と

なるよう採用と配置が慎重に実施された。

6-1-2技師・技師補佐の教育訓練

1. 研修システムの開発

八幡製鉄所における技術協力の為の技術者の

派遣，受入れの実績は，第6-2図に示す通り
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である。事業の創生期を経てマラヤワタ・プロ

ジェクトは，その初期を飾る重要なものであっ

たが，受入れ技術者の研修に関しては，それま

での単発的な受入れ経験を検討，総合し，新し

いシステムの開発によって本格的な海外技術協

力事業の展開に備えなければならなかった。す

でにアジア生産機構 (APO)からの研修生
(14名)に対し「機械の修理・保全コース」を
実施し，ウジナミス製鉄所からの16名，その他

フィリピン，ブラジル，パキスタン，中国，韓

国，留学生等18名を受入れ研修の経験を蓄積し

ていた。

1965年6月教育部を中心に検討委員会が開設

され， これらの研修及びウジミナスの技術指導

の経験をふまえて次のような見解がまとめられ

た。

1) ウジミナスの経験では現地で建設途中か

ら日本人の派遣者が実物を見せながら現地人を

教育するのが一番効果的であった。

2) 教育の内容は標準作業が出来る様な具体

的な操業を中心とすべきであって，理論的なも

のはそれに必要な最少限でよい。

3) 仕事のし方，会社組織の考え方等会社経

営の基礎もあわせてしっかり身につけさせるこ

とが大切である。

4) 建設段階は，是非現地でこれを見させ，

試運転から現地人にイニシアティプをとらせる

様にするとよL、。

5) 技術者を先に教育しておいて彼等に作業

員を教育させる様にしたらやりやすし、。

6) 日本人には理解出来ない程強い宗教心等

をもっている面があるので宗教，生活感情を充

分に尊重すること。

7) 離職率も高く，その能力的保障も充分で

第6-2図 技術協力派遣受け入れ Manday(全社・八幡)の推移

。。
受
け
入
れ
附

(XIO') 
JO 

50 
派

遣 40

MD 30 

(XIO') 
20 

JO 

創生期 |初期|発展期 現 品
。経摘協力的一環としての製鉄所 10本格的技術協力的 10初期実績に基づ(JR躍的 10大型プロジェクト的地大

内 容| 建設捜助 | 実績確立 | 尭展 10中風ソ連，東払等共産圏を含め世界30ヵ国目上へ協力を拡大
0特喋技術的輸出岩手 10事業基強の確立 10ETL，c涜PL，電描.ステノレス，等附加価値町高い桂樹へのひろがり

10ウジミナスー貰製鉄所建設 IO!~~~炉エ J ジ 1 0 ウジミナ人コジ川捕 1 0武拠(蜘.電磁)， 5 悶(一川書)，シドール(一昨操業)，ァ
主 要 (533-5却) |ofdシ74製銑・|JF42J乙手γN41ソミナス(ー貰趨設揖輩は梅宝山{一貫建設立 Iり)等，全社
プロジェクトI0マラヤヤハタ一時製鉄所建設 | 拍句 | 棚エンジニチ 1);，グ | で30品抑制上向協力
1 (5岨 12-) 10説主ナス一貫操|。弘伝デ1"，コジツパ

注) S 39年度以Ijijにウジミナスへの派遣あるも、日本ウジミナス側へ出向後派遣となっており MD不明。

〔出所〕 入幡製殻所八十年史(総合史)p. 389. 
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ないと思われる現地人を採用と同時に日本に留

学，研修させるのは，危険な面があるので、はな

し、カ当。

以上のような見解，研修受入れ経験を参考に

しながら，訓練生の数，質，期間，部門を総合

的に検討した結果，マラヤワタ研修生について

は「出来るかぎり実習に力点をおき，極力操業

を体得的に学ばせる」ことが適切であるとの結

論に達した。

そして研修の目的として， 1965年8月に「将

来所属する専門部門に類似する八幡製鉄所又は

系列会社(焼結，高炉，転炉，圧延=棒鋼の各

部門)の(1)主要設備の機能，構造を理解し，併

せてそれらの運転，保全について基本的な習熟

を得るとともに， (2)主作業工程における作業手

JI買を理解し，且つ作業管理上の技法(各種管理

データの設定と理解)を習得する事が決定され

た。八幡製鉄所の研修を効果的に行なうために

は，

(1) 研修生の資質と学習意欲

(2) 学習者のレベルに対応した質の高い教材

と研修プログラム

(3) 専門的技術力と人間的魅力を持った指導

員

仏) Man to man によるOJTを中心とし

た研修

(5) 学習意欲を維持，高揚させうる生活環境

等が重要である。

第1点については，マラヤワタ班の採用委員

会の評価を信頼するしか道がないこと，研修生

の帰国後の離職も予測されるが， これ'はマラヤ

ワタ・プロジェクトが単にー企業への技術移転

を目的とするのでーはなく，広くマレーシアの産

業基盤を整備することに貢献することを目的と

しており，研修生の自由意志を尊重するという

方針がとられた。

第2点については，マレーシアに銑鋼一貫製

鉄所が存在せず，研修生も鉄鋼業での実務経験

を有する者はごく少数にすぎず，教育訓練につ

いては鉄鋼業の知識と技術に関してゼιロからの

スタートを切るしかなかった。八幡製鉄では，

第6-3図にみるような社内教育体系を整備

し，高卒新入社員教育，大卒新入社員教育をす

でに永年にわたって実施してきたわ。今回の研

修も基本的にはこの体系に準拠して行われるこ

とになり1"前期専門科」程度の教材を作成す

ることが決定された。しかしこれは，八幡製鉄

の社内教育に開発された既成の教材を編集・要

約・翻訳するのではなく，マラヤワタ研修生の

レベルにあわせて新たにそれぞれ研修受入れ部

門のスタップによって執筆されなければならな

かった。特にゴム材木炭を還元材に用いる木炭

高炉については，技術提携を行なっている帝国

製鉄の技術者との協議が必要とされた。

第3点については，八幡製鉄の人事部として

社内でも第1級の技術者，熟練工を投入する方

針であり，八幡製鉄の名誉にかけて絶対に失敗

できないプロジェクト達成の使命感にもえた人

が任命された。

第4点については，研修生のレベルアップの

期待される水準巳関して 2つの考え方があっ

た。

(1) 鉄鋼業に関する基礎的な知識及び操業テ

クニックをマラヤワタの設備に最も類似した工

場で訓練し，マラヤワタ新工場の作業にできる

だけスムースに入っていける基礎を教育する。

(2) 新工場の作業標準等がすでに明確にされ

ており，これを基礎に操業そのものに具体的に

直結する教育訓練を行なう。

5) I入社3年以上の一般技術職社員に対し， 作業の
裏付けとなる理論・操業知識の付与を目的として
「前期専門科」が昭和36年に開設された。従来は
入社5年以上の社員を対象に， 普通科一部が開講
されて来たが，設備・技術の高度化に伴い， 操業
作業者にも専門的技術知識をできるだけ早い機会
から与える必要があること， 従来よりレベルの高
い，高卒若年社員の層が形成されてきたこと， な
どが改訂された理由で、ある。」
『八幡製鉄所八十年史11(部門史下) (1980) 
p.524 
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第6-3図 八幡製鉄所のラインの教育体系

笠色主一~-一一一…一-一一…一一-一一一一一-一一一一-一一一-一一-一N叫尽

管理能力追加訓練

管理能力訓練

(作業長補助
計画的職務交代

T.W.I.lO時間講習等

職務上教育

|日高等部程度専門知識教育(選抜)

職 務 交代

普通科第一音防皇度専門知識教育
(ある程度の選抜)

職 代

上記の年数は 1例であ lりJ，部門により若干異なる。

目指~))j
基礎理論を体得しながら，マラヤワタ新工場

の設備，装置に対応した作業標準に基づき教育

訓練を行なうことが望ましし、。しかし，現実に

八幡製鉄所及び関連企業においてマラヤワタ新

工場の設備，装置に完全に類似する設備は存在

しない事，マラヤワタ新工場の工場計画，設備

計画が，並行して進められており， この作業標

準，技術標準が完成されるのは，工場建設工事

着工直前 (1966年4月〕になる事及び技師及び

技師補佐の研修期間 (10ヶ月及び4ヶ月)が問

題となった，技師については(1)，技師補佐につ

いては(2)を目標とする方針が決定された。

2. 研修用教材の開発

研修用教材は，八幡製鉄所の社員教育体系に

準拠しながら，研修生のレベルにあわせて担当

各部門のスタップによって新たに執筆され，第

6-7表に示すように50種類の教材(合計4，260

頁)が作成された。これらの教材は，技師・技

師補佐共用とされ，研修過程で技師には理論的

側面も重視する事，技師補佐には実作業を重視

するよう工夫されたが，研修期間は大きな差が

設けられた。

さらに各工場単位に第6-8表にみられるよ

うな内容をもった技術用語集が編集された。こ

れ壮主として技術指導員のガイドブヅクとして

使用され，それぞれの工場現場における実習中

の英語による説明にとって有効な働きをしたの

である。

また第6-9表にみるように生産技術， 説

備，作業等に関して日本語(正式名称一、職場慣

用語)一英語の対照表が掲載された事は注目し

なければならないであろう。

ドイツからのプラント輸入と技術指奪によっ

て建設され1901年に操業開始した八幡製鉄所に

は， 65年の歳月を経ても職場にドイツ語から日

本語に翻訳され，さらに現場流になまった職場

慣用語が多く生きており，これは全て英語に翻

訳しなおされて，研修生に伝えられた。ただ圧
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延技術に関して棒鋼の位置決めを行なう用語

「天J，I地」は英語に翻訳しょうがなくそのま

ま ltenJ，I chiJとローマ字表現になおされ研

修生に伝えられた。

八幡製鉄所においても戦後アメリカからの本

格的な技術導入により戸畑製造所が建設され，

旧工場も新設備による設備更新が進められてお

り， これらは全て英語を原語とする名称がつけ

られ，職場にもそれに基づく名称が定着しつつ

あった。また戦前からの伝統を継承する熟練し

た従業員が減少した事があいまってこれ以降職

場では， ドイツ語を原語とする職場慣用語は急

第6-7表 Malayawata研修生用教材 (50種類〉

速に消滅したのである。

教材(和文，英文)は， 1966年2月中に全て

印刷が完了し研修開始に備えられた。

さらに 1966年 10月には，マレーシアにすで

に赴任している社員によって「日本語一英語ー

マレ一語J(日常会話例題 (166例)のノ号ンフレ

ットが作成された。これには工場用語(ハンド

ルを廻せ， Turn handle， Pusing ulu nya)等

95例文， 日常会話7例文が含まれており，派遣

用員の語学テキストとして活用されたのみなら

ず研修生の指導用にも使用され効果を上げる事

になった。

部門「教 材 名 |時間戸一手仲間 教 材名 !時間l頁数
1高炉設備 15 34 3熱および蒸気 50 

2高炉機械 10 28 4燃 料 45 90 

3高炉作業 40 80 動 5給水処理 20 45 

製 4乾燥火入れ 10 9 6汽缶および付属設備汽缶作業 65 145 

5製銑作業 20 39 7熔鉱炉ガス配送設備 43 90 

6製銑原料 25 55 
カ
8熔鉱炉ガスの配送作業 43 90 

7原料設備 25 55 9工業計器 40 90 

8送風作業 25 53 10流体概論と管路 40 90 

9ガス清浄作業 25 57 
1配電，変電 60 120 

銑 10焼結用原料
2電気設備の点検検査電気及び

焼結原料作業 電
100 200 

30 70 
故障対策

焼結作業 3電気図面 40 80 

操業管理 気 4電気工事 40 80 

1転炉用原料 20 45 
5電気材料 40 80 

製 2耐 火 物 20 45 
整 6 itlJ御と保護装置 50 100 

3転炉作業 35 80 
7電気修理法 100 220 

4造塊作業 40 90 
備 設備保全の方法
8計器及び自動制御 50 110 

鋼 5転炉設備 27 60 9秤 量 機 100 220 
6技術用語集 55 

1製鉄機械 50 130 
1小形工場の紹介 15 35 機 2製鋼機械 50 100 

圧 2材料と製品 10 25 械 3圧延機械 50 110 
3各工場別作業 35 80 

整 4輸送設備 50 80 
4工程管理方法 5 10 5動力設備 50 110 備

延 5圧延作業に関する基礎理論 20 45 6設備保全の方法 50 30 
6小形工場実習教材 36 80 

試 1一般化学分析 100 220 

動 1酸素製造理論 17 40 験 2分析方法及理論 100 220 
分

力 2酸素製造設備と作業 35 80 析 3分析各論 50 110 
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棒鋼工場技術思議後回 (62]芝，約1，飴G語〉

次

第6-8署長

自

証〉設備

b)作業

[7J 機械室撃事正

証〉 走塁塁重機殺綴

b) 起雲設機作業技術

c) 輪王き設主義

d) *イルセザー設4簡

[8J 宮霊祭関係

[9J 共滋技術管理

[lOJ工具及び緩め
[11] 材料及び成品自任

[l2J 材質試験

[l3J 化学 lre 号

Ind邑混 (日本喜善， 芸名言語〕

[lJ 二と務職重義名

[2J 成 主主 :s 
[3J 叙費者関係

a) 炉及び約千苦設す議

b) 実主 計 算

と〉作望書技術

[4J a 延

a) æ~正機及び附 E還を生{鰯

b) ロ - JレJfl ~霊

c) 作業放機周縁

[5] 切断善悪係

a) 雪量 {議

b) 作費震波線}明言語

[6J 綴号室作業

現務用語の翻訳例j第S一事

言語本日

言霊主義
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3. 梅外技術者研修協会における日

マラヤワタ技師，投書怒靖佐計47名の教育謬Jl練

計画は第6-10表に示す内容を持つものであっ

た。

香港に一泊L， 3 F-I東京劉際空議到着， I湾日海

外技術者暁修協会横浜研修センターに到着し

た。

横浜研修センターにおけるカリキュラムは箆

日本経済，社会，文化，産業技術の

工場見学及び研修旅行から構成さ

1陣として来日した技隣は， 1966年2月1
日マレーシアの首都グアラノレンプールに集会，

一↑J
統

一

山

生

一

勧

修
一
一
技

研
一

…一;
湖
一

表
…。υ
一

噌

A

一

戸。…
第
一

5 i飽際

4 r白 5 S 

1966キ 3.18

2 逓減

技監官補佐
(T. A.) 

5 週潟

4治 5 日

1 週鈎

3ヶ1'13週間

八幡製鉄所及び関連余望書 潟ti..

1967.1.13 

第s…11表海外技術務研修協会横浜研修-t!ンターにおける研修

ょ;?~¥¥期 間 カリキュラム 研(工主義修父学1*観光行)。 担当部門

Aグループ 1号66.2.7 日本音書(3H X32関)8本経t丸栓会，)1:1966.3.14-3..18 
-3.12 イと，産業技術等 4';，ぢ鐙，1潟山，神戸

言言;炉
(104';) ・ ( 5l懇話お エ湯完全判官室カ，華料七造船，機械，重義霊童) 奈良， ~宗務，大E託，土界

ま支 覇軍 Bグループ 1966.2.18 日本綴(3H X32回以上}白木絞浴，社会
-3.12 文化，産業主主総等 同 上 }五延

(Engineer) (5名) (約3l銭綴〉 I湯見学(日新十，是主義ii，機械，言霊童霊〉 言語力

Cグループ 1966.2.7 8本総t斉，役会，文化，緩業技術号事 1966.2.18-2.22 
務総

-2.17 工場je学(宝章ブヲ，鉄鋼， 総動家， J造船} 大阪，卒事戸，線生， 分析

(3名) (10日照) 日本留学生向短期コ ス 京総，名古E霊

Aグループ 1966.8.1 
化工82場，ド諮運F菱Z学重(芝3技{電H術×力毒事3，2石胤i治)日本総決， 社会， 文 19筋 合.5-9.語 !H患， 皇室i諸

校長需祷佼 (~誌 I 算書) ~号 .3 主主訟，名言~Jí急緩怒，神戸，
分析，動力16名梅本 ( 5週間) ，鉄鋼，機械.l釜鉛) 1大震え禁罪，J在家，奈良

{Teclmical Bグループ 1966.10.3 尽本語(3HX31回)悶本緩ま斉，社会，文 1966.11. 7 -11.11 
Assistant) 

{ま露目算措) -1l.5 11::，建築技術等 4';世子屋，堺，大成
おま戸， 事長が

14名 (5~韓関) 工場je議会(;fii臥寝室カ，章受望通費放送) 奈良，Jj¥都，倉敷
焼絡

ごE主] *整事蓄を塁当予定者が研修後続望者主主診の章表果，n市議毒事実であることが判00，治療のため返報告し燦駁
本*i段戦したき整備担当技術者の交替言語、が1務参加

E出所1 滋~技術者研修協会百ース資料
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れているo (第6-11表参務)

研修協会の記録によれば，技師のためのコー

スは， r当初17名で、興始する予まさであったが内
5名の到着が都合により約2j麗間違れたため，

日 した薪修生6名でJ]JJ

のクラスを編成し2月18およりコ…スをA，B 

の2グループに分けて実施した。そしてBグル

ープの語学学習上の較差~縮める目的で全体的

に日本識の援業時間数を多くした。

上記の艶粛により Bグループは日本語に関し

ては， Aグループと需ー水準もしくはややそれ
に劣る鑑震という上速度を示し，子議以上の成

果を挙げたと思われる。

又コース参加の研修生のほとんどが関

同一学力で漢字を解するという藤まれた条

件をもっていて全員の語学習得への熱

に，上連の成果を達成するのに役立つと

れ{)oJのとし、いうるような成果を上げることが
出来た。

また留学生3名(東北大卒2名，

学卒1名)に対しでは， 1013簡の短期経修コ

ス されたが，受講は他の藷欄からの7名

の研修生〈台湾， イラグ， ブィリどン， ビノレ

マ)といっしょに行なわれた。このコ…スのカ

ザキュラムには日本語学翠は含まれず， 日本の

社会，経済，文化，産業設術等に爵ずる

び工場見学から構成されるものであった。

技舗の研修旅行については「大グループであ

ったが全員マレ…シアの軒修生なので全然トラ

ブルも起らず時間も正確に守ってくれたので快

適かっ有意義な旅宥となった。Jと述べられて

いるように工場見学には熱心な態度で臨んだ

日本の歴史，文化に対しては同じ姿勢が箆

られず「京都及び奈良の古史撲には意外に冷淡

であった。」これは技師遠の関心があくまで日

本に技術を学びに来た事にあり，日本の文化，

歴史に対しては第2次大戦中のマラヤにおける

日本寧の行為者ピ記騒しているや盟系の人々の

6)務外技術者研修協会研修コ←ス報告主義 (1966年3
fi22日〉

反発する心構がまま誌にあったものと考えられ

る

以上のように技部は横誤新修センターでの研

修と旅行さと終り，顔学生3名(研修修了後八幡

製鉄本社勤務)と合流し， 66年3JH9日八幡製

設斉に糾馨し，製鉄所における研修に入っ

宿舎は，製鉄所在員用の大谷寮でるつ

次に技陣讃佐の横誤研修-b:ンタ…の研修は，

技師と金く同じ条件と内容によって行われた。

例えばAグループ〈第 i期)16名の研修につい

てみると，これは66年8月1日から5週間実施

された。受講者の特設として報告警は，次のよ

うに述べているG すなわち「このコース

ので緩めて活発，

よく経卒がとれていて学習意欲も税盛で議うっ

た。特に 13~本語に関しては詩人中13人が中国系

マレーシア人であった為，ひらがな習得を;希望

し研修担当者が毎務指導し癌当の成5誌が上った
と患われる。京言語次の欠点がみられた。すなわ

ち他国の研修生との受わりが簿く，排組的にな

ることグループの中では母国語で事をす支せる

ため意欲の割には， 日本語苦言得の効果がうすい

こと。そして遊びがちになること等である。

又問…醤籍で応りながらも中国系，マレー

そしてインド系の人種の相呉にはなかなか乗り

越え難い鰭醸がたちはだかっている議であるj

と8)。

さらに10月3尽から紫擁された8グルーブ

〈第H期)の研修については i関籍， 専門が

悶じにしてはiまとまりがなかった。ただ若い人

が多いので日本識の伸びが良かったoJ と述べ
られている 9JO

技師補伎の採用に撲して議思議力の高L

層をや心とした率が， 日本語学留に関して

を挙げた事は関らかである。

Aグ/レ…プ(第 I期〉の研修生は，同じ技師

補佐の中でも先に来日する議会合与えられその

7)同上級官告書

8)間協会研修コース報告議 (1966年9fil2日)
9)同協会研修コース準装告審 (1966匁11月14部
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分だけモラールが高かったと考えられる。横浜

研修センターでは，同時に他の研修コースを開

設しており，これには発展途上国を中心に世界

の諸国から研修生が参加している。研修の教育

効果として，これらの研修生相互の交流が期待

されているが，中国系研修生を中心に集団凝集

力が強かった為少数派のマレ一系，インド系の

研修生が疎外されs さらに他の研修生との交流

も促進されなかったものといえよう。

多民族国家マレーシアの人種問題が影をおと

しており，さらに先進的な工業部門に中国系が

集中している事が問題をより複雑にした。

Bグループでは，研修生の健康問題が発生

し，研修生Fは10月18日急性盲腸炎で入院手術

を行ったところ腹膜炎も併発しており18日以降

の研修には参加できなかった。

<付記>本稿は，新日本製鉄側中川一氏，松井大
三郎氏， (財)海外技術者研修協会千代田博明氏，

元マラヤワタ班御手洗良博氏， 大岩泰氏によって
提供された資料と証言に依存しています。記して
ここに深く感謝いたします。


